
市 i市 村赤十字奉仕団 (小 田桐恭一委員長)の研修会が 3月 5

日十二公民館に約 150人 が参加 して開かれ ました。

方(1・ 卜奉仕 |』 ではこれ まで、地震、火災、山岳遭難等 を想定

し、炊 き出 し訓1練 や高齢社会に伴 う寝たきり老人の家庭介護教

室を開 くな ど、す ぐ役立つ実技講習 として村民か ら好評 を得て

います。

この 日行われた研修会には村内各分団員お よび十三小学校の

児童 らが参加 し、日本赤十字青森県支部田

'畢

達也 さんの指導で、

炊 き出 し (お にぎり、豚汁等)の作 り方を体験 しました。

また県支部の和島路 易子 さんを講師 に家庭介護の実技指導が

行われ、参加者はそれぞれ介護技術 を学び、有意義な一 日を過

ごしました。
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そ
「
後
受
賞
者
を
代
表
し
´
、斎
藤

受
賞
者
は
次
カ
ヒ
お
り
で
す

平
成
八
年
度
受
賞
者

で
と

う

こ
ざ

い
ま
す



(3)広 報ι夕ろ

し
う
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ザ
・ギ
ネ
ス

▲
一
）
［
一
〔
」
一

‐ 「 コ
林
”

ン 回 二
一
「

ギ
ネ
ス
」
が
開
催
さ
れ
、
ギ
ネ
ス
に

挑
戦
す
る
種
目
か
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
的
ゲ
ー
ム
な
ど
十
種
目
が
行
わ

昨
年
よ
り
参
加
者
は
少
な
か
っ
た

も
の
の
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
門

で
は
、
二
人
三
脚
を
五
人
編
成
で
行

っ
た
り
、
キ
ャ
ス
タ
ー
の
つ
い
た
板

に
腹
ば
い
に
な
っ
て
競
争
す
る

「
４

Ｗ
Ｄ
レ
ー
ス
」
、
上
か
ら
落
ち
て
く

る
お
札
を
ハ
ン
で
何
枚
取
る
か
な
ど

の
グ
ー
ム
で
会
場
は
笑
顔
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
ギ
ネ
ス
部
門
で
は
ス
コ

ア
ゾ
ー

ン
に
ポ
ー
ル
を
入
れ
て
合
計

点
を
競
う

「
点
取
リ
ゲ
ー
ト
」
で
脇

元
老
人
ク
ラ
ブ
が
従
来

の
記
録
を
二

十
点
上
回
る
二
百
点
を
獲
得
し
、
新

記
録
を
達
成
し
ま
し
た
。

金
馴
）
一

コ ス 発
一

ユ ‐ ―
一
一
¨
¨
「
一
］

で
開
催
さ
れ
、
各
町
内
会
の
代
表
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
地
域
の
過
疎
化
と

高
齢
社
会
を
迎
え
て
停
滞
す
る
町
内

会
活
動
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
と
り
入

れ
、
住
民
相
互
の
親
睦
と
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ

開
会
式
に
は
、
村
内
各
町
内
会
代

表
選
手
百
五
十
名
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る

な
か
、
成
田
武
司
さ
ん

（相
内
）
が

力
強
く
選
手
宣
誓
を
し
、
戦
い
の
火

ぶ
た
が
切
っ
て
落
さ
れ
ま
し
た
。

種
目
は
、
ソ
フ
ト
パ
レ
ー
ボ
ー
ル

卓
球
の
二
種
日
で

競
い
合
い
、
参
加

チ
ー
ム
の
実
力
が

と
も
あ
り
、
会
場

勝
負
が
生
ま
れ
、

競
技
結
果
で
は
、

ソ
フ
ト
パ
レ
ー
ボ

ー
ル
卓
球
の
両
部

門
と
も
相
内
第

一
チ
ー
ム
が
制
し
、

総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
は
参
加
者
全
員
そ
ろ

っ
て
懇
親
会
が
開
か
れ
、
寒
い
体
育

館
で
冷
え
た
体
を
豚
汁
で
暖
め
な
が

ら
今
後
の
町
内
会
活
動
に
つ
い
て
語

り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

第

一
回
町
内
会
親
善

ソ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ
大
会

355-
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防
ポ
ン
プ
自
動
車
と
積
載
車
を
更
新

～
市
浦
村
第
一
・
第
二
消
防
団
～

市
浦
村
消
防
団
第

一
分
団
（相
内
）
　

日
米
谷
慶
治
分
団
長
、
第
二
分
団
三

の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
と
第
二
分
団
　
　
和
幸
夫
分
団
長
に
そ
れ
ぞ
れ
車
の
鍵

（磯
松
）
に
配
備
し
て
い
る
消
防
ポ
　
　
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
．

”
¨
「
『
疇
一
に
抑
『
』
一
雄

工 の 年
一

　

日

Ｈ

“

卒
占

型

房

”

紫

∧

る

ぶ

Ｆ

”

州

一
料

理

教

室

～

ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
な
ど
、
老
朽
　
　
　
一
一月
か
ら
二
月
に
か
け
て
市
浦
村
　
　
の
授
業
で
は
男
子
生
徒
も
家
庭
科
を

化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
最
新
式
の
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
に
よ
る
男
の
　
　
学
習
す
る
時
代
で
す
。
今
回
参
加
さ

も
の
に
切
り
替
え
る
こ
と
と
し
、
そ
　
　
料
理
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
れ
た
方
々
の
一
人
は
早
速
家
に
帰
っ

れ
ぞ
れ
、
更
新
配
備
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
人
生
八
十
年
と
言
わ
れ
る
現
代
、　
　
　
て
試
し
て
み
た
い
と
語
っ
て
い
ま
し

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
入
魂
式
に
は
、　
　
突
然
奥
さ
ん
が
家
事
を
で
き
な
く
な
　
　
た
。

村

、
消
防

剛
関
係
者

四
十
名

が
出

席

　

　

っ
て
も
自

分

で
で
き

し

、

工
藤
誠

一
郎

助

役

か

ら
第

一
分

　

　

る
よ
う

に
、

ま

た

一

た
め
の
予
行
練
習
と

し
て
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今

回
も
約
十
名

の
参
加

者
が
集
ま
り
、
ポ
テ

き
の
炒
め
煮
、
ワ
カ

メ
の
み
そ
汁
等
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

昔
と
違

い
共
働
き

家
庭
が
増
え
、
中
学

▲今回導入 されたポ ンプ 自動車 (左 )

とポ ンプ積載車 (右 )

③
英
会
話
サ
ー
ク
ル

（
塾
生
三
十
七

人
）
で
は
、
未
来
を
背
負

っ
て
立
つ

子
ど
も
達
に
国
際
化
社
会
に
向
け
て
、

楽
し
み
な
か
ら
英
会
話
を
学
習
し
て

も
ら
う
と
共
に
、
他
者
と
か
か
わ
る

能
力
を
育
て
る
活
動
を
し
ま
し
た
。

管
内
四
校

の
児
童
が
集
ま
り
、
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
異
年
齢
集
団
が
地
域

に
で
き
、
子
ど
も
達
が
独
自
に
こ
の

サ
ー
ク
ル
活
動

（各
二
十
回
開
催
）

で
培

っ
た
も
の
を
子
ど
も
達

一
人
ひ

と
り
が
披
露
し
た
い
と
い
う
欲
望
や

自
己
表
現
す
る
子
ど
も
達
が
増
え
る

』
『一一一一『い警一一一］
一日
可
も
塾
、痴娯
聟
櫂
編
棄
撃
～

農
作
業
の
準
備
が
忙
し
く
な
り
、

原
野

・
山
林
で
の
火
災
が
多
く
な
る

季
節
で
す
。
火
の
取
り
扱

い
に
は
十

分
注
意
し
た

い
も
の
で
す
。

今
回
更
新
し
た
消
防
ポ

ン
プ
自
動

車
の
購
入
費
は

一
千
五
百
九
十
二
万

四
千
円
、
消
防
ポ

ン
プ
積
戦
車
六
百

七
十
二
万
七
千
円
で
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
に
お
け

る
児
童

・
生
徒
の
学
校
外
活
動
の
振

興
を
図
る
た
め
、
八
年
度
に
三
つ
の

サ
ー
ク
ル
を
実
施
し
ま
し
た

Ｏ
ふ
る
さ
と
子
ど
も
塾

（塾
生
三
十

人
）
で
は
、
現
在
必
要
と
さ
れ
て
い

る
社
会
体
験
、
自
然
体
験
を
さ
せ
な

が
ら
感
性
や
た
く
ま
し
さ
を
育
て
る

け
さ
せ
る
活
動
を
行
い
、
主
に
ク
ラ

フ
ト
づ
く
り
や
史
跡
め
ぐ
り
、
発
掘

体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
．

②
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
（塾
生
十
二
人
）

で
は
、
大
田
小
学
校
の
児
童
を
対
象

に
行
い
ま
し
た
。
村
の
和
太
鼓
サ
ー

ク
ル

「東
日
流
衆
」
か
ら
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
心
と
か
ら
だ
に
響
く
大

鼓
の
打
ち
方
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た

姫
神
の
星
吉
昭
氏
作
曲
の
「十
二
湊
」

を
マ
ス
タ
ー
し
、
村
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
村
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
幅
広
い
活
動
を

'I`

|

-355



谷
君
、
〓
一浦
さ
ん
が
入
賞

～
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
～

青
森
保
護
観
察
所
が
毎
年
主
催
し
　
　
明
る
い
家
庭
が
生
ま
れ
て
く
る
」
と

て
い
る
「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
　

自
分
の
家
庭
を
モ
デ
ル
に
独
自
の
家

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
。
平
成
八
年
度
の
　
　
庭
の
あ
り
方
を
発
表
し
た
も
の
で
す
。

表
彰
式
が
二
月
十
四
日
に
行
わ
れ
、　
　
　
ま
た
、
県
更
生
保
護
婦
人
連
盟
会
長

今
回
市
浦
中
学
校
か
ら
は
二
名
の
受
　
　
賞
に
選
ば
れ
た
三
浦
愛
さ
ん

（市
浦

る
も
の
で
、　
い
し
め
や
犯
罪
、
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
身
近
な
社
会
問

題
を
取
り
上
げ
た
作
文
二
十
四
点
の

中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
県
保
護
司

連
盟
会
長
賞
に
輝

い
た
越
谷
珈
吾
君

（市
浦
中

一
年
）
の
作
品
は

「
明
る

く
温
か
い
家
庭
づ
く
り
に
つ
い
て
」

で
、

「
自
分
が
家
族

の

一
員
な
の
だ

と
自
党
し
、　
一
人

一
人
が
お
互

い
を

考
え
助
け
合

い
、
そ
し
て
話
し
合
う

孫
］一̈胸中町
呻
■
ソコ夢
賽

議
勇
■
～

者　　迎え、相内小学校のコンピュー

獅　　夕姓款鋼製襲置」薇ピしたとこ

野　　』″コ今和出榊」墨協り研倒れｒ

(5)広 報ιチろ

中
二
年
）
は

「
私
の
存
在
」
を
テ
ー

マ
に
、
自
分
が
病
気
に
な

っ
た
と
き

部
活
の
顧
間
の
先
生
や
仲
間
違
に
助

け
て
も
ら

っ
た
体
験
か
ら

「
自
分
の

存
在
を
改
め
て
実
感
し
、
同
時
に

一

人

一
人
の
存
在
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
」
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

奮”一　　晰　　密）「寸ン軸獄腹いわ轟』期献
ン社

酢
　

　

会
に
、
村
民
の
関
心
の
高
さ
を
示
し

熱′
　

　

て
ぃ
ま
し
た
。

▲
　

　

　

受
講
生
は
ほ
と
ん
ど
初
心
者
で
し

去
る
二
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
の
　
　
た
が
、
基
本
操
作

・
ワ
ー
プ
ロ
・
表

三
日
間
、
教
育
委
員
会
主
催
の
パ
ソ
　
　
計
算
な
ど
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

コ
ン
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
講
師
の
舘
山
さ
ん
は

「
パ
ソ
コ
ン

昨
年
ま
で
は
、
市
浦
村
中
学
校
の
　
　
の
操
作
を
マ
ス
タ
ー
す
る
に
は
、
普

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
借
り
て
行
わ
れ
て
　
　
段
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
接
し
て
慣
れ
る

い
ま
し
た
が
、
昨
年
十
二
月
、
村
内
　
　
こ
と
が
肝
心
で
す
」
と
語
っ
て
お
り
、

全
小
学
校
に
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
導
　
　
参
加
者
か
ら
は

「今
後
も
定
期
的
に
、

入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
は
、
当
　
　
回
数
を
増
や
し
て
教
室
を
開
催
し
て

村
在
住
の
舘
山
幸
子
さ
ん
を
講
師
に
　
　
は
し
い
と
要
望
も
出
て
い
ま
し
た
。

■

．
鶏

言

擢

諭

夢

～

毎
年
高
齢
者
を
対
象
に
開
催
し
て
　

　

内
五
地
区
を
移
動
し
な
が
ら
開
催
さ

い
る

「
寿
大
学
」
が
、
今
年
も

一
月

　

　

れ
ま
し
た
。

二
十
日
か
ら
二
月
二
日
に
か
け
て
村
　
　
　
今
回
も
村
内
各
会
場
で
講
演
が
行

わ
れ
、
相
内
地
区
で
は

「
誰
に
で
も

好
か
れ
る
人
」
、
磯
松
地
区
で
は

「

あ
の
世
と
こ
の
世
の
境
」
、
脇
元
地

区
で
は

「
高
齢
者
の
役
割
」
、
十
三

地
区
で
は

「
高
齢
者
の
健
康
」
、
大

田
地
区
で
は
「高
齢
者
の
交
通
安
全
」

演
や
ビ
デ
オ
上
映
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

こ
の

「
寿
大
学
」
で
講
師
を

務
め
て
く
だ
さ
る
先
生
は
各
方
面
の

専
門
家
で
、
面
白
く
て
、
た
め
に
な

る
講
演
が
聞
け
る
と
あ

っ
て
今
年
も

会
場
が
満
員
に
な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

村
教
育
委
員
会
で
は
激
動
す
る
社

目

格

舗

ｏ で

多

国
商

工
△
〓
珠
算
検
定
議

第

一
〇
五
回
全
国
商
工
会
珠
算
検
　
　
　
▽
七
級
　
近
藤
祥
平
、
小
寺
品
子

定
試
験
が
、
二
月
十
四
日
午
後
４
時
　
　
棟
方
亮
伍
、
小
倉
勇
斗

（浦
田
塾
）

か
ら
開
催
さ
れ
、
三
浦
瑞
絵
さ
ん
、　
　
　
　
▽
八
級
　
一二
和
功
典

（辻
分
珠
算

成
田
仁
美
さ
ん
が
見
事

一
級
に
合
格
　
　
塾
）
若
山
知
裕

（浦
田
塾
）

し
ま
し
た
。
今
回
の
受
験
者
数
は
三
　
　
　
▽
九
級
　
渡
辺
亜
梨
沙

（辻
分
珠

十
五
名
で
合
格
者
は
次
の
と
お
り
で
　

　

算
塾
）

▽
一
級
　
一二
浦
瑞
絵

（坂
田
珠
算

教
室
）
成
田
仁
美

（辻
分
珠
算
塾
）

▽
二
級
　
小
山
内
理
恵
、
梶
浦
裕

季

（浦
田
塾
）

▽
三
級
　
一
戸
智
行
、
三
上
佳
子

（辻
分
珠
算
塾
）

▽
五
級
　
竹
谷
知
佳

⌒辻
分
珠
算

塾
）
天
坂
友
番

（浦
田
塾
）

▽
六
級
　
中
島
千
恵
美
（浦
田
塾
）

会
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
に
生
涯
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

各
種
研
修
、
講
習
会
、
教
室
を
計
画

し
て
い
ま
す

の
で
積
極
的
に
参
加
し

て
く
れ
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。



広報ιメろ(6)

6,廃 棄物 (ゴ ミ)処分許可 は、処分場 に捨 てる時、本庁 に寄 って許可

配付 (月 、水、金、十三地区午前、脇元地区午後 )、 本庁 への取 り次 ぎ。

蝕



情報をお寄せ<ださい

あ し 5世
役場の電話は62-2111

(7)広 報ιメろ

(「消費期限」 「品質保持期限 (

または賞味期限))に 変更 され ま

消費期限の意味 は ?

例 )弁 当、調理バ ン、 そ うざい、

品質保持期限 (ま たは賞味期限 )

例 )清涼飲料水、即席 めん類、冷

市浦村の人口と世帯数

糞:棄罐:}休診日 →毎週華霞:葦聡月1日 より実施

356-



平
成
八
年

一
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
間
に
市
浦
村
で
生
ま
れ
た
子
供
の

数
は
、
十
五
人
で
す
。
亡
く
な

っ
た

人
の
数
は
四
十

一
人
で
あ
り
、
人
口

の
自
然
減
少
は
二
十
六
人
で
す
。

市
浦
村

へ
の
転
人
は
、
百
二
十

一

人
で
あ
り
、
転
出
は
百
六
十
四
人
で

す
。

こ
の

一
年
間
で
、
人
口
は
六
十

◎市浦村人 口動態

智t美み佳め汐Lttt竜 :ぉ

九
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
浦
村
ふ
る
さ
と
定
住
対
策
条
例

に
つ
い
て
何
点
か
、
お
し
ら
せ
し
ま

す
。

０
出
産
祝
金

出
産
祝
金
は
、
二
人
以
上
出
産
し

た
人
に
、
生
存
二
人
目
か
ら
支
給
し

ま
す
。　
一
人
に
つ
き
十
万
円
で
す
。

日
栄
養
食
品

市
浦
村
に
居
住
す
る
妊
婦
に
対
し

て
、
牛
乳
ま
た
は
乳
製
品
を
支
給
し

ま
す
。
支
給
期
間
は
妊
娠
届
出
の
あ

っ
た
月
の
翌
月
か
ら
出
産
し
た
日
の

属
す
る
月
の
末
日
ま
で
で
す
。

０
結
婚
祝
金

市
浦
村
に
居
住
す
る
結
婚
成
立

一

組
に
対
し
て
二
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
浦
村
役
場
窓
口
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
八
年
の
死
因
の
第

一
位
は
心
臓

平
成
八
年
の
死
亡
数
は
、
四
十

一

人
で
す
。
そ
の
う
ち
、
十
二
人
は
心

臓
病
が
要
因
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（二
位
は
ガ
ン
で
十
人
。
三
位
は
肺

炎
で
五
人
。）

平
成
八
年
度
の
総
合
健
診
の
結
果

を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
血
液
検
査
で

は
高
脂
血
症
が

一
番
多
か
っ
た
で
す
。

高
脂
血
症
と
は
、
血
液
の
中
の
脂
分

が
多
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
れ

が
要
因
と
な
り
、
高
血
圧
症
や
心
筋

梗
塞
な
ど
を
引
き
お
こ
す
可
能
性
を

高
く
し
ま
す
。
ま
た
、
処
理
で
き
な

か
っ
た
脂
分
が
肝
臓
に
蓄
積
さ
れ
る

と
、
脂
肪
肝
に
な
る
可
能
性
も
あ
り

心
臓
病
と
高
脂
血
症
も
深
い
関
わ

り
が
あ
り
ま
す
。
注
意
す
る
点
と
し

て
は
、
や
は
り
日
常

の
生
活
習
慣
で

す
。

こ
れ
ま
で
、

「成
人
病
」
と

い

わ
れ
て
い
た
病
気
は
、
生
活
習
慣
か

ら
ひ
き
起
こ
さ
れ
る
も
の
だ
と
さ
れ
、

「
生
活
習
慣
病
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

健
康
と
生
活
習
慣

一
、
睡
眠
を
七
～
八
時
間
と
り
ま
し

二
、
肥
満
に
な
ら
な

い
こ
と
。

三
、
適
度

の
身
体
運
動
を
し
ま
し
ょ

四
、
喫
煙
し
な

い
こ
と
。

五
、
お
酒
を
適
量
以
下
に
し
ま
し
ょ

六
、
朝
食
を
と
る
こ
と
。

七
、
間
食
を
ひ
か
え
ま
し
ょ
う
。

※
こ
れ
が
七

つ
の
健
康
法
で
す
。

▽

ご

結

婚

保
　
省
　
武

（相
　
　
内
）

島
　
志
津
香

（十
　
　
一二

中
　
司
　
子

⌒金
　
　
木
）

藤
　
勝
　
敏

⌒相
　
　
内
）

水
　
友
　
子

（八
　
　
戸
）

▽
　
お
＜
や
み

サ
ク
ラ

（十
　
一こ

９４
歳

儀
　
市

⌒磯
　
松
）
８４
歳

ミ
　ヽ
ワ

（脇
　
一死
）
８３
歳

兼
　
士
口
（桂
　
川
）
８７
歳

米
　
明

（相
　
内
）
８３
歳

お
詫
び
と
訂
正

良 寒 谷 嶋 江   
佐 田 黒 花 安


